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令和４年９月井手町議会（定例会）会議録（第２号） 

 

招集年月日 

     令和４年９月１６日 

招集の場所 

     井手町役場議場 

開閉会日時及び宣告 

     開会 令和４年９月１６日午前１０時００分 議長 西島寛道 

     閉会 令和４年９月１６日午前１０時４１分 議長 西島寛道 

応招議員 

       １番 鎌田 隆宏      ２番 小割 直彦 

       ３番 田中 保美      ４番 奥田 俊夫 

       ５番 脇本 尚憲      ６番 谷田 利一 

       ７番 西島 寛道      ８番 岡田 久雄 

       ９番 谷田みさお      10番 木村 武壽 

不応招議員 

       な  し 

出席議員 

       １番 鎌田 隆宏      ２番 小割 直彦 

       ３番 田中 保美      ４番 奥田 俊夫 

       ５番 脇本 尚憲      ６番 谷田 利一 

       ７番 西島 寛道      ８番 岡田 久雄 

       ９番 谷田みさお      10番 木村 武壽 

欠席議員 

       な  し 

会議録署名議員の氏名 

       ４番 奥田 俊夫      10番 木村 武壽 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議 会 事 務 局 長 森田  肇      議 会 書 記 梶田 篤志 

 議 会 書 記 辻󠄀井 祐介     議 会 書 記 林田 夕加 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見 明男     副 町 長 島田 智雄 
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 参 与 西垣 義郎     教 育 長 中田 邦和 

 理事兼総務課長事務取扱 脇本 和弘     理事兼会計管理者事務取扱 木村 恵理 

 理事兼住民福祉課長事務取扱 花木 秀章     理事兼建設課長事務取扱 柳原 健二 

 理 事 中島 一也     企 画 財 政 課 長 寺井 佳孝 

 高 齢 福 祉 課 長 坂井幸一郎     上 下 水 道 課 長 仁木  崇 

議事日程 

     別紙のとおり 

会議に付した事件 

     別紙のとおり 

会議の経過 

     別紙のとおり 
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令和４年９月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

令和４年９月１６日（金）午前１０時開議 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 令和３年度井手町各会計歳入歳出決算及び各基金運用状況審査意見書並

びに財政健全化審査意見書等について 

第３ 議案第40号 令和３年度井手町一般会計、特別会計「国民健康保険、多

賀地区簡易水道、後期高齢者医療、介護保険、公共下水道」

歳入歳出決算認定の件 

第４ 議案第41号 令和３年度井手町水道事業会計決算認定の件 

第５ 議案第42号 令和３年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算認定の

件 

第６ 議案第38号 令和４年度井手町介護保険特別会計補正予算（第１回） 

第７ 議案第39号 令和４年度井手町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

回） 

第８ 発議第６号 安倍元首相の「国葬」の中止を求める意見書 
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議事の経過 

 

議長（西島寛道）  皆さん、ご参集ご苦労さまでございます。ただいまから、

令和４年９月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会議を開きます。  

 谷田みさお議員より、発議第６号、安倍元首相の「国葬」の中止を求める

意見書が提出されておりますので、皆様のお手元に配付いたしました。なお、

日程事項として組み入れておきましたので、よろしく審議願います。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、４番、奥田俊夫

議員、１０番、木村武壽議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、令和３年度井手町各会計歳入歳出決算及び各基金運用状

況審査意見書並びに財政健全化審査意見書等について、小川代表監査委員、

内容説明並びに補足されることがありましたら、発言を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  小川代表監査委員。 

代表監査委員（小川 均）  皆さん、おはようございます。監査委員をさせ

ていただいております小川でございます。よろしくお願いいたします。 

 令和３年度の決算審査でございますけれども、皆さんご承知のように、長

引くコロナ禍の中でございました。職員の皆さんの絶大なる協力によりまし

て、おかげさまで無事終了することができました。その中で、一般会計、特

別会計共に黒字であるということも確認させていただきました。そういう点

におきましては、当然ながら、経常収支比率等も非常によいということで評

しておるわけでございますけれども、皆さん方に意見書も出させていただい

ている中で、やはり経常収支比率が７３．６％と非常によい数字を出されて

おり、前年度から５．７ポイント低下いたしました。非常に頑張っておられ

るなというように審査させていただいたわけでございます。 

 その中で、補足説明でございますけれども、文章的にも落としております

ので、文章を朗読させていただきまして説明に代えさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、さきに提出しております決算審査意見書につきまして、補足説

明をさせていただきます。 

 ８月２９日、８月３０日、９月１日の３日間にわたりまして、ここに出席
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していただいております岡田議員とともに決算監査を実施させていただきま

した。審査に当たっては、町長から提出された決算書類について、計算に過

誤がないか、実際の収支が収支命令に符合しているか、収支が違法でないか

を検証するため、会計簿、証書類等の照合、事務聴取、その他の審査を実施

いたしました。また、財政運営が経済的、効率的かつ合理的になされている

か、行政水準の向上が図れているかを主眼として考察いたしました。  

 結果、関係諸帳簿の決算計数はいずれも符合しており、誤りのないことを

確認いたしました。また、公有財産、物品及び基金については、個々に抽出

により調書の計数と財産台帳、歳入歳出簿、備品台帳等を照合検査した結果、

計数はいずれも正確であると認められました。令和３年度は第５次井手町総

合計画の開始年度であり、計画で示す基本目標に沿い、目標達成に向けて取

組がなされています。 

 歳入につきましては、本町は自主財源が乏しく、依然として依存財源が多

く占めている状況ですが、交付税や補助金など、有効に活用しながら、各事

業を着実に遂行されていると高く評価するところであります。現在、新庁舎

建設という町の将来を左右する大きな事業の取組を始め、いち早く新型コロ

ナウイルス感染対策事業に取り組まれておりますが、様々な事業に取り組む

上で必要なものは財源であり、早い時期から人件費の削減や事務事業の再編、

整理など、積極的に行政改革に取り組まれていることが、大型事業に取り組

みながらも現在の健全財政につながっていることは言うまでもありません。

また、府内で住民サービスについては上位に位置しながら、計画的に基金を

積み立て、それらを有効に活用されて、健全な財政運営に努められるなど、

評価すべき点が随所で見受けられます。 

 今後につきましては、歳入歳出両面において中長期的な視点に立ち、実効

性のある事務事業の進行管理に基づいた行財政運営により健全財政を維持し

つつ、住民サービスのさらなる向上に取り組まれることを期待いたします。 

 私の方からは以上でございます。 

議長（西島寛道）  小川代表監査委員、どうもご苦労さまでした。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午前１０時０６分 

     再開 午前１０時０７分 

議長（西島寛道）  休憩前に引き続き、再開します。 
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 日程第３、議案第４０号、令和３年度井手町一般会計、特別会計「国民健

康保険、多賀地区簡易水道、後期高齢者医療、介護保険、公共下水道」歳入

歳出決算認定の件から、日程第５、議案第４２号、令和３年度井手町多賀財

産区特別会計歳入歳出決算認定の件までの３件を一括議題とします。 

 議案第４０号、提出者からの提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  それでは、議案第４０号、決算認定の件についてご説明

申し上げます。 

 令和３年度井手町一般会計歳入歳出決算書、令和３年度井手町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算書、令和３年度井手町多賀地区簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算書、令和３年度井手町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

書、令和３年度井手町介護保険特別会計歳入歳出決算書、令和３年度井手町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書は、監査委員の審査を経たので、別

紙のとおり意見書をつけて地方自治法第２３３条第３項の規定により、町議

会の認定に付する。 

 それでは、１３２ページをご覧ください。一般会計歳入歳出決算書の実質

収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額６２億２，５３５万６，４０６円、歳出総額５８億３，８

３９万８，３８１円、歳入歳出差引額３億８，６９５万８，０２５円、翌年

度へ繰り越すべき財源、継続費逓次繰越額ゼロ円。繰越明許費繰越額１，７

８９万２，０００円、事故繰越し繰越額ゼロ円。計１，７８９万２，０００

円、実質収支額３億６，９０６万６，０２５円、実質収支額のうち地方自治

法第２３３条の２の規定による基金繰入額、以下、基金繰入額と申します、

ゼロ円でございます。 

 次に、１６０ページをご覧ください。国民健康保険特別会計歳入歳出決算

書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額８億７，５４７万１，０２８円、歳出総額８億１，３８４

万６６３円、歳入歳出差引額６，１６３万３６５円、翌年度へ繰り越すべき

財源はございません。実質収支額６，１６３万３６５円、基金繰入額ゼロ円

でございます。 

 次に、１７４ページをご覧ください。多賀地区簡易水道事業特別会計歳入
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歳出決算書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額５，３９３万４，７４９円、歳出総額４，２００万９，８

９５円、歳入歳出差引額１，１９２万４，８５４円、翌年度へ繰り越すべき

財源はございません。実質収支額１，１９２万４，８５４円、基金繰入額ゼ

ロ円でございます。 

 次に、１８８ページをご覧ください。後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額１億２，６０７万６，０７６円、歳出総額１億２，２９１

万８，４０３円、歳入歳出差引額３１５万７，６７３円、翌年度へ繰り越す

べき財源はございません。実質収支額３１５万７，６７３円、基金繰入額ゼ

ロ円でございます。 

 次に、２１２ページをご覧ください。介護保険特別会計保険事業勘定歳入

歳出決算書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額９億１，９６５万３，７８１円、歳出総額８億７，３０２

万１，０７３円、歳入歳出差引額４，６６３万２，７０８円、翌年度へ繰り

越すべき財源はございません。実質収支額４，６６３万２，７０８円、基金

繰入額ゼロ円でございます。 

 次に、２２２ページをご覧ください。介護保険特別会計（サービス事業勘

定）歳入歳出決算書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額２，６０５万１，０５８円、歳出総額６６４万７，４１６

円、歳入歳出差引額１，９４０万３，６４２円、翌年度へ繰り越すべき財源

はございません。実質収支額１，９４０万３，６４２円、基金繰入額ゼロ円

でございます。 

 次に、２３８ページをご覧ください。公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算書の実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額４億７，４７６万８，４７０円、歳出総額４億６，１３２

万９，５２０円、歳入歳出差引額１，３４３万８，９５０円、翌年度へ繰り

越すべき財源は、継続費逓次繰越額ゼロ円。繰越明許費繰越額１０万６，０

００円、事故繰越し繰越額ゼロ円。計１０万６，０００円、実質収支額１，

３３３万２，９５０円、基金繰入額ゼロ円でございます。 

 次に、２３９ページをご覧ください。令和３年度財産に関する調書でござ

いまして、内容につきましては、後ほどご覧おきください。 
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 以上、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第４１号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  中島理事。 

理事（中島一也）  それでは、議案第４１号、決算認定の件についてご説明

申し上げます。 

 令和３年度井手町水道事業会計決算書は、監査委員の審査を経たので、別

紙のとおり意見書をつけて地方公営企業法第３０条第４項の規定により、町

議会の認定に付する。 

 １ページをお開き願います。令和３年度井手町水道事業会計決算報告書で

あります。 

 １、収益的収入及び支出の収入であります。 

 第１款水道事業収益、当初予算額１億３，４４５万円、合計、同額です。

決算額１億３，２５９万４，０５５円、予算額に比べ決算額の増減、以下増

減と申し上げます、１８５万５，９４５円の減。第１項営業収益、当初予算

額１億９６３万６，０００円、合計、同額です。決算額１億７７３万４，８

１４円、増減１９０万１，１８６円の減。第２項営業外収益、当初予算額２，

４８１万３，０００円、合計、同額です。決算額２，４８５万９，２４１円、

増減４万６，２４１円。第３項特別利益、当初予算額１，０００円、合計、

同額です。決算額ゼロ円。増減１，０００円の減であります。 

 次に、支出であります。 

 第１款水道事業費用、当初予算額１億２，１６５万７，０００円、小計、

合計ともに同額です。決算額１億５１８万２，０５６円、不用額１，６４７

万４，９４４円。第１項営業費用、当初予算額１億１，２０８万７，０００

円、流用増減額１１８万９，０００円の減、小計１億１，０８９万８，００

０円、合計同額です。決算額９，５２７万６，７６３円、不用額１，５６２

万１，２３７円。第２項営業外費用、当初予算額９０６万８，０００円、流

用増減額１１８万９，０００円、小計１，０２５万７，０００円、合計同額

です。決算額９９０万５，２９３円、不用額３５万１，７０７円。第３項特

別損失、当初予算額２，０００円、小計、合計ともに同額です。決算額ゼロ

円、不用額２，０００円。第４項予備費、当初予算額５０万円、小計、合計

ともに同額です。決算額ゼロ円、不用額５０万円であります。 
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 次のページをお開き願います。２、資本的収入及び支出の収入であります。 

 第１款資本的収入、当初予算額４，２００万２，０００円、補正予算額３

２０万円、小計４，５２０万２，０００円、合計同額です。決算額２７４万

２，０１４円、予算額に比べ決算額の増減、以下、増減と申し上げます、４，

２４５万９，９８６円の減。第１項企業債、当初予算額４，０００万円、小

計、合計ともに同額です。決算額ゼロ円、増減４，０００万円の減。第２項

分担金、当初予算額１００万円、補正予算額３２０万円、小計４２０万円、

合計同額です。決算額２７４万２，０１４円、増減１４５万７，９８６円の

減。第３項寄附金、当初予算額１，０００円、小計、合計ともに同額です。

決算額ゼロ円、増減１，０００円の減。第４項その他資本的収入、当初予算

額１，０００円、小計、合計ともに同額です。決算額ゼロ円、増減１，００

０円の減。第５項負担金、当初予算額１００万円、小計、合計ともに同額で

す。決算額ゼロ円、増減１００万円の減であります。 

 次に、支出であります。 

 第１款資本的支出、当初予算額８，０８９万４，０００円、補正予算額３

００万円、小計８，３８９万４，０００円、合計同額です。決算額２，５０

９万８，０９２円、地方公営企業法第２６条の規定による繰越額、以下、繰

越額と申し上げます、５，０００万円、合計同額です。不用額８７９万５，

９０８円。第１項建設改良費、当初予算額６，２６８万６，０００円、補正

予算額３００万円、小計６，５６８万６，０００円、合計同額です。決算額

６８９万１，６６５円。繰越額５，０００万円、合計同額です。不用額８７

９万４，３３５円。第２項企業債償還金、当初予算額１，８２０万７，００

０円、小計、合計ともに同額です。決算額１，８２０万６，４２７円、不用

額５７３円。第３項その他資本的支出、当初予算額１，０００円、小計、合

計ともに同額です。決算額ゼロ円、不用額１，０００円であります。資本的

収入額が資本的支出額に対して不足する額２，２３５万６，０７８円は、当

年度消費税資本的収支調整額１０万６，０１０円及び過年度分損益勘定留保

資金２，２２５万６８円で補てんした。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第４２号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  寺井企画財政課長。 



 

－６８－ 

企画財政課長（寺井佳孝）  それでは、議案第４２号、決算認定の件につき

ましてご説明申し上げます。 

 令和３年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算書は、監査委員の審査

を経たので、別紙のとおり意見書をつけて地方自治法第２３３条第３項の規

定により、町議会の認定に付する。 

 １４ページをご覧ください。実質収支に関する調書であります。 

 区分、歳入総額２４２万１，５９０円、歳出総額１８３万３，０６８円、

歳入歳出差引額５８万８，５２２円、翌年度へ繰り越すべき財源はございま

せん。実質収支額５８万８，５２２円、実質収支額のうち、地方自治法第２

３３条の２の規定による基金繰入額ゼロ円でございます。 

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 お諮りします。本３件については、監査委員の岡田久雄議員を除く９人の

委員をもって構成する決算特別委員会を設置し、これに付託、本会期中に決

算審査、認定することにいたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  異議なしと認めます。したがって、議案第４０号、令和

３年度井手町一般会計、特別会計「国民健康保険、多賀地区簡易水道、後期

高齢者医療、介護保険、公共下水道」歳入歳出決算認定の件から、議案第４

２号、令和３年度井手町多賀財産区特別会計歳入歳出決算認定の件までの３

件については、岡田久雄議員を除く９人の委員をもって構成する決算特別委

員会を設置し、これに付託、本会期中に決算審査、認定することに決定しま

した。 

 お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につ

いては、井手町議会委員会条例第６条第４項の規定により、鎌田隆宏議員、

小割直彦議員、田中保美議員、奥田俊夫議員、脇本尚憲議員、谷田利一議員、

西島寛道議員、谷田みさお議員、木村武壽議員、以上９人を指名したいと思

います。これにご異議ありませんか。 
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     （「異議なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたし

ました９人の議員を決算特別委員に選任することに決定しました。 

 ただいま決算特別委員会の委員も決まりましたので、ここで休憩いたした

いと思います。休憩中、特別委員会を開いていただきまして、正副委員長の

互選を願います。なお、その結果を報告願います。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午前１０時２７分 

     再開 午前１０時２７分 

議長（西島寛道）  休憩前に引き続き、再開します。 

 ただいま、休憩中に開会されました決算特別委員会より、正副委員長の互

選結果の報告がございましたので、ご報告いたします。 

 決算特別委員会の委員長には木村武壽議員、副委員長には脇本尚憲議員と

決定いたしました。 

 次に、日程第６、議案第３８号、令和４年度井手町介護保険特別会計補正

予算（第１回）を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  坂井高齢福祉課長。 

高齢福祉課長（坂井幸一郎）  それでは、議案第３８号、令和４年度井手町

介護保険特別会計補正予算（第１回）につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の介護保険特別会計補正予算（第１回）は、次に定める

ところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の規定であります。既定の保険事業勘定の歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，４４６万４，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億５，７９０万７，０００円とす

る。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 なお、今回の補正につきましては、令和３年度の介護保険特別会計の精算

見込みによる返還金等の補正であります。 

 それでは、３ページをお開きください。歳入歳出補正予算事項別明細書の
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総括にてご説明申し上げます。今回補正のある箇所のみご説明申し上げます。 

 歳入であります。３款国庫支出金、補正前の額２億２，３３８万１，００

０円、補正額６２万７，０００円、計２億２，４００万８，０００円であり

ます。 

 次に、５款府支出金、補正前の額１億３，１１８万３，０００円、補正額

３４万７，０００円、計１億３，１５３万円であります。 

 次に、８款繰越金、補正前の額１，０００円、補正額３，３４９万円、計

３，３４９万１，０００円であります。 

 以上、歳入合計、補正前の額９億２，３４４万３，０００円、補正額３，

４４６万４，０００円、計９億５，７９０万７，０００円であります。 

 次に、４ページをお開きください。 

 歳出であります。６款諸支出金、補正前の額１万１，０００円、補正額３，

４４６万４，０００円、計３，４４７万５，０００円、財源内訳といたしま

して、国・府支出金の９７万４，０００円、一般財源の３，３４９万円であ

ります。 

 以上、歳出合計、補正前の額９億２，３４４万３，０００円、補正額３，

４４６万４，０００円、計９億５，７９０万７，０００円、財源内訳といた

しまして、国・府支出金の９７万４，０００円、一般財源の３，３４９万円

であります。 

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第３８号、令和４年度井手町介護保険特別会計補正予算（第

１回）を採決します。 

 議案第３８号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。 
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     （賛成者挙手） 

議長（西島寛道）  挙手全員です。したがって、議案第３８号は原案のとお

り可決されました。 

 次に、日程第７、議案第３９号、令和４年度井手町公共下水道事業特別会

計補正予算（第２回）を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  中島理事。 

理事（中島一也）  それでは、議案第３９号、令和４年度井手町公共下水道

事業特別会計補正予算（第２回）についてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）は、次に

定めるところによる。 

 第１条、繰越明許費の規定であります。地方自治法第２１３条第１項の規

定により翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第１表繰越明

許費」による。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表繰越明許費であります。２款事業費、１項事業費、事業名、合藪ポ

ンプ場設備改修事業、金額１億２，２４５万１，０００円。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  合藪ポンプ場の改修事業を繰り越すということですけ

ども、当初予算でどれだけ上がっていたのか。そのうち、繰り越す比率はど

のくらい、全部ですか。全く取りかからないということなのか、どうして繰

り越さなければならない事情があるのかお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  柳原建設課長。 

理事（柳原健二）  質問にお答えいたします。 

 合藪ポンプ場の建設事業費の予算ですけども、令和４年度全額で１億２，
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３００万円ございます。そのうち、ここに提案させてもらっていますように

１億２，２４５万１，０００円を繰り越すというところです。その差額につ

きましては、既に見積りの委託等をしておりますので、それで執行している

というところです。 

 工期がなぜ年度をまたがるかというところですけども、当初、８月に年度

末の工期で発注していたのですが、手を挙げた業者が辞退となりまして、そ

の理由を聞くと、コロナの影響などいろいろあって、年度内の完成が困難で

あるという回答がありましたので、その辺を反映しまして、再度、工期を年

度をまたいで発注して、入札の準備にかかりたいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（西島寛道）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第３９号、令和４年度井手町公共下水道事業特別会計補正

予算（第２回）を採決します。 

 議案第３９号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（西島寛道）  挙手全員です。したがって、議案第３９号は原案のとお

り可決されました。 

 次に、日程第８、発議第６号、安倍元首相の「国葬」の中止を求める意見

書を議題とします。 

 発議第６号について、提出議員から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  ９番、谷田みさおです。それでは、安倍元首相の「国

葬」の中止を求める意見書を提案させていただきます。 

 岸田文雄内閣は、７月の参議院議員選挙の街頭演説中に銃撃され、死去し

た安倍元首相の「国葬」を９月２７日に日本武道館で行うと閣議決定した。 
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 「国葬」は、その費用の全額を税金で負担する法的根拠がなく、強行され

れば、意見が分かれている安倍氏の政治を国家として賛美・礼賛することに

つながると、国民の間で広く不安や批判、抗議の動きが広がっている。 

 安倍元首相のみを特別扱いにして「国葬」を行うことは、憲法第１４条が

規定する「法の下の平等」に反する。また、岸田首相が「故人に対する敬意

と弔意を国全体として表わす儀式」と述べているように、「国葬」の強行は、

憲法第１９条が保障する「思想及び良心の自由」に反し、国民全体に故人に

対する敬意や弔意を強制することになる。 

 ９月８日には国会で閉会中審査が行われたが、衆参両院合わせて約３時間

の説明にとどまり、１６億６，０００万円もの概算費用の内容や、なぜ法的

根拠もなく国会での審議も尽くさずに時の政府の判断だけで「国葬」が実施

できるのかなどについて、十分説明がされたとは言えない。 

 国民の懸念に耳を貸さず、「国葬」を強行しようとする岸田内閣の姿勢は、

故人を政治利用しようとするもので、民主主義に反する。 

 よって、岸田内閣の閣議決定での安倍元首相の「国葬」は中止するよう求

める。という内容でございます。 

 亡くなられた方に、国民がどのような感情を抱かれて、弔意を個人的にお

示しになるということは自由だと思いますけれども、それを国として行うと

いうことになりますと、幾ら政府が弔意を強制するということを文書等で要

請したり通知したりはしないといいましても、やはり忖度が働いて、既にほ

とんどの都道府県の知事が自分たちの管理する庁舎等で弔旗を掲げる等の対

応をすると述べておりますし、やはり、命令でなくても、忖度が働いて、国

民、住民に対して思想、信条、内心の自由を侵すようなことにつながりかね

ないという危惧が大変強まっていますので、どんどん「国葬反対」の世論が

増えている。昨日発表された時事通信の世論調査では、既にダブルスコアで

反対の数の方が多いという状態になっています。 

 このような「国葬中止」を求める意見書については、全国どこでも今、地

方議会が開会中でありますので、その途中ではありますが、神奈川県の葉山

町、鎌倉市、鳥取県の南部町、長野県の南箕輪村など、報道されているだけ

で幾つかの市町村で既に可決されておりますし、どんどんと上程されてきて

いるところだと思います。 

 本町でも、議員の皆さんが個人個人のお考えでもって、この「国葬」につ
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いてどうお感じになるか。ぜひ、この中止を求める意見書に賛成していただ

きたいとお願いして、説明とさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、発議第６号、安倍元首相の「国葬」の中止を求める意見書を採

決します。 

 発議第６号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手） 

議長（西島寛道）  挙手少数です。したがって、発議第６号は否決されまし

た。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。  

 なお、次回は９月３０日午前１０時から会議を開きます。 

 大変ご苦労さまでございました。 

     散会 午前１０時４１分 
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  
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